
立体造形／テラコッタ、透明水彩／h400×w1500×d450mm

その先 ―思い悩む、反抗する、前を見据える―

美術・工芸コース
平松瑞希

立体造形／和紙／h1710×w980×d1490mm

ふとしたときに、過去のどうにもなら
ない出来事に思考が引き戻されて囚
われる自分がいる。
本来はやりたいことやどうなりたいか
など、未来のことに向かって考えたい。

平等院で雲中供養菩薩を見たときに
非現実的な世界観に包まれた。
本制作では過去のことを思い詰める
自分を解き放ち浄化させてくれるよう
な存在を、煙をモチーフとして、和紙
から感じ取れる温かさ、やわらかさ、
シャープな折りの陰影を活かし制作
した。

のぼりゆく

デザインコース
立田怜奈
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漆工芸／漆、鮑貝、麻布、針金、銀粉、和紙、砂糖乾漆／h600×w350×d350mm

装身具の人を美しく見せるという役
割に注目して制作した。自身が最も美
しいと感じる自然の造形をモチーフと
し、漆による加飾方法を用いてその役
割の実現を目指す。装身具は人が身
につけることで一つの作品として成り
立つ。自然の美しさを身につけること
で、外見や気持ちの変化を楽しんで
ほしい。

to you
自然の造形を用いた漆装身具の研究

美術・工芸コース
酒井日向

工芸／乾漆、漆、麻布／h132×w160×d360mm

呂色塗乾漆合子 「大海をゆく」

デザイン工芸コース
前田詩織
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家具／セン／h820×w1130×d700mm

厳しい人口減少の中、社会は労働力
を確保するために働き方の多様性が
必要であることを皮肉にも今回の
コロナ禍が浮き彫りにした。在宅勤務
はその一つの答えである。
在宅勤務は家という一つの空間で仕
事と私生活の切り替えを行う必要が
ある。より早く仕事に集中できるよう、
他の家具とは異なる雰囲気や動きに
よって、双方の干渉をおさえ、これか
らの仕事と家庭を橋渡しするデスク
を提案する。

Working desk 「千代」
在宅勤務のためのワークデスク

デザイン工芸コース
吉岡実夏
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